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官団
員
日目

コン
サル
タン
ト
団員
日目

年 月 日 曜 日
内    容

（ 官 団 員 ）
宿 泊

－ 1 8月31日 火 － 北京

－ 2～6
9月1日～
　9月5日

水
～
日

－ 北京

1 7 9月6日 月
・移動（成田発10:40→北京着
13:20,JL781）
・JICA中国事務所打合せ

北京

2 8 9月7日 火 北京

3 9 9月8日 水 北京

4 10 9月9日 木 北京

5 11 9月10日 金 北京

6 12 9月11日 土 北京

7 13 9月12日 日 北京

8 14 9月13日 月 北京

9 15 9月14日 火
・JICA中国事務所報告
・移動（北京発14:50→成田着
19:10,JL782）

・官団員に合流

中国人工林木材研究計画　終了時評価調査日程

内       容
（ コ ン サ ル 団 員 ）

・移動（関西発10:30→北京着
12:35,JL785）

・プロジェクト専門家との
調査方針打合せ
・アンケート集計
・専門家、カウンターパート
からの聞き取り調査
・成果品確認
・達成度・評価表作成
・ミニッツ案作成（評価5項目部
分）

・合同評価報告、第5回合同委員会、承認、署名

・JICA中国事務所報告
・移動（北京発13:55→関西着
17:40,JL786）

・林業科学研究院にて終了時評価について協議（本調査団の目的
説明、評価手法の説明、調査方針の確認・協議）
・C/Pによる木材工業研究所の紹介、活動の説明
・施設視察、成果品の確認等
・C/Pによる成果発表（木材特性）

・日中評価委員による専門家・C/Pへの聞き取り
・C/Pによる成果発表（木材加工・木材工学）

・日中評価委員によるC/Pへの聞き取り
・評価委員での協議

・日中評価委員による協議

・団内打合せ、資料整理

・日中評価委員による協議、ミニッツ案作成

2004年8月31日（火）～9月14日（火）（15日間）

1
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主 要 面 談 者 リ ス ト 

 

○中国国家科学技術部 
中日技術合作事務センター主任 阮湘平 

 

○中国国家林業局 
国際合作司副司長 金普春 

国際合作司処長 劉立軍 

国際合作司処長 許強興 

対外合作プロジェクトセンター処長 儲富祥 

 

○中国林業科学研究院 
国際合作処処長 陸 文明 

木材工業研究所所長 葉克林（プロジェクトマネージャー） 

木材工業研究所副所長 呂建雄（プロジェクト事務室主任兼カウンターパート） 

胡謦芝（プロジェクト事務室 副主任兼通訳） 

木材特性分野 姜笑梅 

木材化工分野 秦特夫 

木材工学分野 博峰 

 

○プロジェクト長期専門家 
チーフアドバイザー 林良興 

業務調整員 国森恵子 

木材特性 中井孝 

木材化工 黒須博司 

木材工学 池田敦 

 

○JICA中国事務所 
次長 加藤俊伸 

所員 鍛冶澤千重子 

 

○調査団通訳 
万紅 

付属資料 2 

3























別添１：修正 PDM  2004/09/13 
 

15 

 

プロジェクト名： 中国人工林木材研究計画 

協力期間：2000 年 3 月 31 日から 5 年間 

実施機関：中国林業科学研究院木材工業研究所（ターゲット・グループ） 

プロジェクトの要約 指標 指標データ 

入手手段 
外部条件 

上位目標 

中国における人工林木材研究が推進され

る。 

 

中国において、林業科学研究院及び他機

関（大学・省級研究所・民間企業等）の研究

員による人工林木材に関する研究発表（論

文・学会発表等）が増える。 

学会等資料 

国際学術誌等 

 

 

プロジェクト目標 

中国林業科学研究院において人工林木

材に関する基礎研究を独自に行う能力が

強化される。 

1) 2004 年 8 月 31 日までに、中国人工林木

材研究の次段階研究計画書が提示され

る。計画書の内容、レベルは中国科学

技術部に対し研究費を申請する提議書

に準じたものとする。 

2) カウンターパート及びその他当プロジェ

クト関係者が上位の職位を取得した数。 

3) 実施機関において、人工林木材研究分

野で学生が学位（修士、博士）を取得し

た実績及びポストドクター研究員を養成

した実績。 

1) 研究計画書 

2) 実施機関の記

録 

3) 実施機関の記

録、学位論文 

中 国 の 人 工

林への転換と

いう林業政策

が変更されな

い。 

成果 

1.人工林木材の特性に関する基礎的な知

見が蓄積される。 

2000 年 9 月 15 日付け人工林木材研究活

動計画に記載された 8 の活動小項目の 7

項目に対し、各１篇以上の研究成果発表

(論文あるいは学会発表等)がなされ、１項

目（1-1-e）に対し、特性評価一覧表が作成

される。 

2.人工林木材の化学的処理に関する基礎

的な知見が蓄積される。 

上記計画に記載された 9 の活動小項目の

すべてに対し、各１篇以上の研究成果発表

(論文あるいは学会発表等)がなされる。 

3 人工林木材の物理的処理に関する基礎

的な知見が蓄積される。 

上記計画に記載された 12 の活動小項目の

すべてに対し、各１篇以上の研究成果発表

(論文あるいは学会発表等)がなされる。 

プロジェクト記録、

学 会 等 資 料 、 関

係学術誌 

 

研 究 の た め

の予算・制度

などが大きく

変化しない。 

活動 

1-1 木材の特性解明及びその適性評価

に関する研究。 

1-2 遺伝及び施業の木材材質への影響

計画に関する研究 

1-3 木材特性の早期予測方法に関する

研究。 

 

2-1 木材の液化に関する研究。 

2-2 木材の寸法安定性と表面硬化に関

する研究。 

2-3 異種材料との複合化に関する研究。 

2-4 木材の漂白及び染色に関する研究 

  

3-1 木材乾燥に関する研究。 

3-2 木材の難燃処理及びその試験・評価

法に関する研究。 

3-3 木材の防腐・防虫処理及びその試

験・評価法に関する研究。 

3-4 木材の接着加工及びその試験・評価

法に関する研究。 

3-5 ホルムアルデヒド放散抑制のための

試験・評価法に関する研究。  

投入 

日本側: 

1. 長期専門家：(1)チーフアドバイザー、 (2)業務調整、(3)木材

特性、(4)木材化工、(5)木材工学 

2. 短期専門家 

3. 研修員受入れ：年間 2～3 名 

4. 機材供与 

 

 

中国側: 

1. 土地・建物：(1) 研究棟及び機材設置に必要な諸施設、(2)事

務室、（3）電話 

2. カウンターパート等の配置 

3. ローカルコストの支出 

 

カウンターパ

ートに大きな

異動がない 

 

前提条件: 

中 国 林 業 科

学研究院がプ

ロジェクトを受

け入れる体制

になる。 

＊ 論文の中には、掲載済み及び投稿中のものを含む。学会発表等とは、論文作成・準備中でその要旨をポスターあるいは口頭発

表等の形式により、学会等において発表されたもの及び発表されることが確定されたものをいう。 
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1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1
J/E:木材特性
分野

1-1

a 人工林木材の組織・解剖特性の
評価

1篇以上の研究成果発
表（注）がなされる

C/P:材性研究
室

b 人工林木材の材質・物理特性の
評価

1篇以上の研究成果発
表がなされる

C/P:材性研究
室

c 人工林木材の化学的特性の評
価

1篇以上の研究成果発
表がなされる

C/P:材性研究室
Ｊ/E:チーフアドバイ
ザー

d 人工林木材の力学的特性の評
価

1篇以上の研究成果発
表がなされる

C/P:材性研究
室

e 人工林木材特性評価一覧表を作
成する

一覧表が完成される C/P:関連研究室
Ｊ/E:チーフアドバイ
ザー

1-2

a 針葉樹造林木の材質 1篇以上の研究成果発
表がなされる

C/P:材性研究
室

b 広葉樹造林木の材質 1篇以上の研究成果発
表がなされる

C/P:材性研究
室

1-3

a 造林木の材質の非破壊的評価 1篇以上の研究成果発
表がなされる

C/P:材性研究
室

J/E:木材化工
分野

2-1

a 木材の液化反応特性 1篇以上の研究成果発
表がなされる

C/P:材性研究室
J/E:木材工学分野

b 各種液化物の利用法 1篇以上の研究成果発
表がなされる

C/P:材性研究室
J/E:木材工学分野

2-2

a 木材の寸法安定化とその評価 1篇以上の研究成果発
表がなされる

C/P:防護研究
室

b 木材の表面硬化とその評価 1篇以上の研究成果発
表がなされる

C/P:材性研究
室

2-3

a 木粉とポリプロピレン等との複合
化

1篇以上の研究成果発
表がなされる

C/P:材性研究
室

b 木材繊維とポリプロピレン等との
複合化

1篇以上の研究成果発
表がなされる

C/P:人造板研
究室

c 木材と環境調和型ポリマーとの
複合化

1篇以上の研究成果発
表がなされる

C/P:人造板研
究室

2-4

a 木材の漂白性と漂白木材の耐光
性

1篇以上の研究成果発
表がなされる

C/P:人造板研
究室

b 木材の染色性と染色木材の耐光
性

1篇以上の研究成果発
表がなされる

C/P:人造板研
究室

活動項目

遺伝及び施業の木材材質への
影響評価に関する研究

木材特性の早期予測方法に関
する研究

2001指標 担当2002 200420032000

＜2．人工林木材の化学的処理に関する基礎研究＞

＜１．人工林木材の特性に関する基礎研究＞

木材の漂白及び染色に関する研
究

木材の液化に関する研究

木材の寸法安定性と表面硬化に
関する研究

異種材料との複合化に関する研
究

木材の特性解明及びその適性
評価に関する研究
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（注）研究成果発表には論文あるいは学会発表等が含まれる。
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別添 2：最新活動計画書（PO) 2004/9/13

05

1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1 2 3 4 1

活動項目 2001指標 担当2002 200420032000

J/E:木材工学
分野

3-1

a 人工林木材の乾燥特性 1篇以上の研究成果発
表がなされる

C/P:乾燥研究室
J/E: 木材特性分
野

b 高温乾燥技術 1篇以上の研究成果発
表がなされる

C/P:乾燥研究室
J/E: 木材特性分
野

c 高周波加熱、減圧乾燥技術 1篇以上の研究成果発
表がなされる

C/P:乾燥研究室
J/E: 木材特性分
野

3-2

a 木材の熱及び燃焼特性 1篇以上の研究成果発
表がなされる

C/P:防護研究
室

b 難燃化処理とその性能評価 1篇以上の研究成果発
表がなされる

C/P:防護研究
室

3-3

a 木材の生物劣化特性 1篇以上の研究成果発
表がなされる

C/P:防護研究
室

b 防腐・防虫処理とその性能の評
価

1篇以上の研究成果発
表がなされる

C/P:防護研究
室

3-4

a 各種接着剤による木材の接着特
性

1篇以上の研究成果発
表がなされる

C/P:人造板研
究室

b 接着耐久性の評価及び予測 1篇以上の研究成果発
表がなされる

C/P:人造板研
究室

c フィンガージョイント接合試験 1篇以上の研究成果発
表がなされる

C/P:人造板研究
室
J/E: 木材特性分
野3-5

a ホルムアルデヒド室内濃度に影
響する諸因子の解明

1篇以上の研究成果発
表がなされる

C/P:人造板研
究室

b ホルムアルデヒド放散抑制 1篇以上の研究成果発
表がなされる

C/P:人造板研
究室

木材の接着加工及びその試験・
評価方法に関する研究

ホルムアルデヒド放散抑制のた
めの試験・評価関する研究

木材の防腐・防虫処理及びその
試験・評価法に関する研究

木材の難燃処理及びその試験・
評価法に関する研究

木材の乾燥に関する研究

＜３．人工林木材の物理的処理に関する基礎的研究＞
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（注）研究成果発表には論文あるいは学会発表等が含まれる。
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別添 3：計画達成度 
 

判定基準 （プロジェクト終了までに）A=達成される見込み、 B=ほぼ達成される見込み、C=一部達成される見込み  

 
(判定は読み手の理解を助けるために設けるもので、点数ではない)  

18 

 PDM項目 PDMの指標 情報源 方法 
実績 

（2004年9月13日現在） 

判 

定 

＜上位目標

＞ 

 

中国におけ

る人工林木

材研究が推

進される。 

中国において、林

業科学研究院及び

他機関（大学・省級

研究所・民間企業

等）の研究員によ

る人工林木材に関

する研究発表（論

文・学会発表等）が

増える。 

学 会 等

資料、国

際 学 術

誌等 

 

文書の

レビュ

ー 

  

1) 2004年8月31

日までに、中国

人工林木材研

究の次段階研

究計画書が提

示される。計画

書の内容、レベ

ルは中国科学

技術部に対し研

究費を申請する

提議書に準じた

ものとする。 

研 究 計

画書 

 

文書の

レビュ

ー 

次段階研究計画として第11次5ヵ年計画(2006～2010)の「国家科

学技術難関攻略プロジェクト」に対する「中国人工林木材利用技

術に関する研究プロジェクト申請書」が作成され、2004年 8月 27

日に JICAに提示された。同プロジェクトは第 10次 5 ヵ年計画期

間(200１～2005 年)に本プロジェクトを通して展開された中国の人

工林木材の特性、物理、化学処理などの基本的な性質に関する

研究を基礎として、人工林木材利用に対する研究を一層進展させ

るものである。コウヨウザン、ポプラ、ユーカリなどの主要用材樹

種を研究対象とし、主な研究内容は 2項目の課題（人工林の製材

品の付加価値利用技術、人工林木材のバイオマス資源化利用技

術）と、9項目の活動（構造用製材の試験と等級区分方法、構造用

集成材に関する試験と等級区分方法、構造用製材の防火・耐火

性能及びその評価方法、木材の防腐処理効果及び検査試験方

法、主要な広葉樹造林木の機械加工性能の評価、木質生物材料

の変換プロセスと方法、木材液化生成物の利用プロセスと方法、

木材プラスチック複合材料の複合化技術、木質材料の機能化利

用）から成り立っている。この申請書の内容、レベルは中国科学

技術部に対し研究費を申請する提議書に準じたものであり、2005

年に「第 11次 5 ヵ年計画」が採択された後、科学技術部に申請さ

れる見込みである。 

Ａ ＜プロジェ

クト目標＞ 

 

中国林業科

学研究院に

おいて人工

林木材に関

する基礎研

究を独自に

行う能力が

強 化 さ れ

る。 

2) カウンターパー
ト及びその他

当プロジェクト

関係者が上位

の職位を取得

した数。 

実 施 機

関の 記

録 

 

文書の

レビュ

ー 

これまでに、合計 15 名のカウンターパート及びプロジェクト関係

者が上位の職位を取得した。また、合計 5 名が博士号及び修士

号の学位を取得し、15 名が大学院指導教官を務めた。さらに

2004年度に開始された制度により、合計 5名のカウンターパート

が在職のまま博士課程に進学した（表a参照）。 

 

表 a：職位昇格者、学位取得者、大学院指導教官、及び在職のま

ま大学院博士課程進学者数 
内訳 人数 

職位昇格者 15 

博士号取得者 4 

修士号取得者 1 

博士課程指導教官 5 

修士課程指導教官 10 

在職のまま博士課程進学者 5  

Ａ 
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 PDM項目 PDMの指標 情報源 方法 
実績 

（2004年9月13日現在） 

判 

定 

 3) 実施機関におい

て、人工林木材

研究分野で学生

が学位（修士、

博士）を取得した

実績及びポスト

ドクター研究員

を養成した実

績。 

実 施 機

関の 記

録、学位

論文 

文書の

レビュ

ー 

これまでに、合計15名の学生が名工林木材研究分野で学位を取

得し、30 名が在学中である。また、これまで、8 名のポストドクタ

ー研究員が養成された（表b参照）。 

 

表b：学生の学位取得及びポストドクター研究員養成数 
内訳 人数 

博士号取得学生数 7  

（うち 2はC/P） 

修士号取得学生数 8 

(うち 1はC/P) 

博士課程在学生数 15 

(うち 3はC/P) 

修士課程在学生数 15 

(うち 1はC/P) 

ポストドクター研究員養成数 8 

(うち 1はC/P)  

A 

＜成果1＞ 

 

人工林木材

の特性に関

する基礎的

な知見が蓄

積される。 

2000年 9月 15日

付け人工林木材研

究活動計画に記載

された 8 の活動小

項目の 7項目に対

し、各１篇以上の

研究成果発表(論

文あるいは学会発

表等)がなされ、１

項目（1-1-e）に対

し、特性評価一覧

表が作成される。 

プロジェ

ク ト 記

録、学会

等資料、

関 係 学

術誌 

文書の

レビュ

ー 

これまでに、活動小項目の7項目に対し、6項目において、各１篇

以上の研究成果発表がなされた。現時点の研究成果発表件数は

合計 22で、その内訳は論文 14、学会発表 8である。残りの 1項

目についても論文を準備中であり、プロジェクト終了時まで完成

する予定である。また、特性評価一覧表も準備中であり、プロジェ

クト終了時までに完成する見込みである（表c参照）。 

 

表 c：成果１の研究成果発表等実績及び評価時点からプロジェク

ト終了時までの見込み件数 
論文数 学会発表等の数 合計 

活動小項目 
実績 見込み 実績 見込み 実績 見込み 

1.組織・解剖

特性評価 

3 0 0 0 3 0 

2.材質・物理

特性評価 

3 0 3 0 6 0 

3.化学的特性

評価 

5 0 0 0 5 0 

4.力学特性評

価 

0 2 0 0 0 2 

5.特性一覧表 0 0 0 1 0 1 

6.針葉樹造林

木の材質 

0 0 1 0 1 0 

7.広葉樹造林

木の材質 

1 0 1 0 2 0 

8.造林木の材

質の非破壊

的評価 

2 1 3 0 5 1 

合計 14 3 8 1 22 4  

A 
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 PDM項目 PDMの指標 情報源 方法 
実績 

（2004年9月13日現在） 

判 

定 

＜成果2＞ 

 

人工林木材

の化学的処

理に関する

基礎的な知

見が蓄積さ

れる。 

 

2000年 9月 15日

付け人工林木材研

究活動計画に記載

された 9 の活動小

項目のすべてに対

し、各１篇以上の

研究成果発表(論

文あるいは学会発

表等)がなされる。 

プロジェ

ク ト 記

録、学会

等資料、

関 係 学

術誌 

文書の

レビュ

ー 

これまでに、活動小項目9項目のうち、すべてに対し、各１篇以上

の研究成果発表がなされた。現時点の研究成果発表件数は合計

34で、内訳は論文26、学会発表8である。（表d参照） 
 

表d：成果2の研究成果発表実績及び評価時点からプロジェクト終了時ま

での発表見込み件数 

論文数 学会発表等の数 合計 
活動小項目 

実績 見込み 実績 見込み 実績 見込み 

1.木材の液化

反応特性 

4 0 1 0 5 0 

2.各種液化物

の利用法  

2 1 0 0 2 1 

3.木材の寸法

安定化とその

評価 

3 0 5 0 8 0 

4.木材の表面

硬化とその評

価 

6 0 1 0 7 0 

5.木粉とポリ

プロピレン等

との複合化 

4 0 0 0 4 0 

6.木材繊維と

ポリプロピレ

ン等との複合

化 

2 2 1 0 3 2 

7.木材と環境

調和型ポリマ

ーとの複合化 

2 0 0 1 2 1 

8.木材の漂白

性と漂白木材

の耐光性 

1 0 0 0 1 0 

9.木材の染色

性と染色木材

の耐光性 

2 0 0 0 2 0 

合計 26 3 8 1 34 4  

A 
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 PDM項目 PDMの指標 情報源 方法 
実績 

（2004年9月13日現在） 

判 

定 

＜成果3＞ 

 

人工林木材

の物理的処

理に関する

基礎的な知

見が蓄積さ

れる。 

2000年 9月 15日

付け人工林木材研

究活動計画に記載

された12の活動小

項目のすべてに対

し、各１篇以上の

研究成果発表(論

文あるいは学会発

表等)がなされる。 

プロジェ

ク ト 記

録、学会

等資料、

関 係 学

術誌 

文書の

レビュ

ー 

これまでに、活動小項目 12項目のうち、7項目に対し、それぞれ

1 篇以上の研究成果発表がなされた。研究成果発表件数は合計

15で、内訳は論文10、学会発表5である。残りの5項目について

も、プロジェクト終了時までにそれぞれ１篇以上の成果発表が行

われる見込みである(表e参照）。 
 

表e：成果3の研究成果発表実績及び評価時点からプロジェクト終了時ま

での発表見込み件数 

論文数 学会発表の数 合計 
活動小項目 

実績 見込み 実績 見込み 実績 見込み 

1.木材の乾燥

特性 

1 0 0 0 1 0 

2.高温乾燥技

術  

1 1 0 0 1 1 

3.高周波加

熱・減圧乾燥

技術  

0 1 0 0 0 1 

4.木材の熱及

び耐熱特性 

1 0 0 0 1 0 

5.難燃化処理

とその性能評

価 

3 0 0 0 3 0 

6.木材の生物

劣化特性 

0 1 0 0 0 

 

1 

7.防腐・防虫

処理とその性

能の評価 

0 1 0 0 0 1 

8.各種接着剤

による木材の

接着特性  

0 1 0 0 0 1 

9.接着耐久性

の評価及び

予測 

2 1 3 0 5 1 

10.フィンガー

ジョイント接

合試験 

0 1 0 0 0 1 

11.ホルムア

ルデヒド室内

濃度に影響

する諸因子

の解明 

2 0 1 0 3 0 

12.ホルムア

ルデヒド放散

抑制 

0 1 1 0 1 1 

合計 10 8 5 0 15 8  

A 
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PDM 

項目 
PDMの計画 情報源 方法 実績 (2004年9月13日現在) 

日本側    
1. 長期専門家： 

(1)チーフアドバイザ

ー 

(2)業務調整、 

(3)木材特性、 

(4)木材化工、 

(5)木材工学 

プ ロジ

ェクトの

報告書 

報告書

のレビ

ュー 

これまでに合計9名の長期専門家が派遣された。 

(1) チーフアドバイザー：2名（2000.4-2002.9、2002.10-現在） 

(2) 業務調整：1名(2000.4-現在） 

(3) 木材特性：2名(2000.9-2002.9, 2002.10-現在） 

(4) 木材化工：2名(2000.5-2002.5、2002.5-現在） 

(5) 木材工学：2名(2000.5-2002.5、2002.5-現在） 

2. 短期専門家 

 

 

 

 

同上 

 

同上 

これまでにのべ 23名の短期専門家が派遣された。分野別派遣人数は以下の通り。 

(1) 木材特性：8名 

(2) 木材化工：6名 

(3) 木材工学：9名 

プロジェクト終了までの期間に、さらに 2名の短期専門家が派遣される見込みである

（表 f参照）。 

 

表 f：日本会計年度（4-3月）別の短期専門家派遣実績  

年度 2000 2001 2002 2003 2004 

人 2 6 5 8 2 (2) 

（）内は計画 

3. 研修員受入れ：年

間2～3名 

 

 

同上 

 

同上 

日本側は、毎年、2～3名以上の研修員を受け入れ、これまでに合計21名のC/Pが

日本で研修を受けた(表g参照)。うち4名は2003年度に派遣された2名を含め、現在

研修中である。研修分野と研修員数は以下の通り。 

(1) 木材特性：8名 

(2) 木材化工：7名 

(3) 木材工学：6名 

 

表 g：日本会計年度(4-3月)別の研修員受入れ実績  

年度 2000 2001 2002 2003 2004 

人数 3 4 5 6 3  

<投入> 

4. 機材供与 

 

 

同上 

 

同上 

2004年8月末までに約535,226,000円相当の機材が供与された（表h参照）。主要機

材は以下の通り。 

(1) 木材特性：濃度計、軟Ｘ線写真撮影装置、非破壊式強度評価機 

(2) 木材化学：ラボ・プラスト・ミル、キセノン・フェドメター、減圧加圧注入装置 

(3) 木材工学：小型高温乾燥試験機、熱容量測定装置、高周波加熱真空乾燥機、Ｄ

ＭＡ（動的粘弾性測定装置）、ホルムアルデヒド測定用スモール・チャンバー 
(4) 木工機械：自動二面鉋盤、パネルソー、万能木工機 
(5) 共用分析：走査電子顕微鏡、万能木材材料試験機、ガスクロー質量分析装置、高

速液体クロマトグラフ 

(6) 一般管理：試料採取車、車両 

 

表 h:日本会計年度(4-3月)別の機材供与実績（円） 

年度 供与機材 携行機材 合計 

1999 193,619,961 478,000 194,097,961 

2000 119,690,888 4,507,769 124,198,657 

2001 84,168,410 2,916,344 87,084,754 

2002 83,107,705 4,879,945 87,987,650 

2003 37,853,674 3,139,067 32,993,847 

2004 0 864,300 864,300 

合計 518,440,638 16,785,425 535,226,063  
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 5. その他  

同上 

 

同上 

2004年8月末現在までに、一般現地業務費合計18,597,812円(1,322,419元)が投入さ

れた(表 i参照)。 

 

表 i：日本会計年度(4月-3月)別の現地業務費投入実績 

（単位：円。（）内は人民元） 

年度 2000 2001 2002 2003 2004 

金額 

 

4,887,443 

(358,843) 

3,771,605 

(247,156) 

4,748,355 

(325,453) 

4,114,817 

(309,851) 

1,075,592 

(81,116)  

 
 

中国側:    

1. 土地・建物：(1) 

研究棟及び機

材設置に必要

な諸施設、(2)

事務室、（3）電

話 

プロジェ

クトの報

告書 

報告書

のレビ

ュー 

(1) 専門家執務室、共同実験棟、木工機械棟が整備され、カウンターパート執務室と実

験室が改装された。 

(2) プロジェクト事務室が整備された。 

(3) 上記各部屋に電話が整備された。 

2. カウンターパー

ト等の配置 

 

 

プロジェ

クトの報

告書 

報告書

のレビ

ュー 

合計30名の人員が以下のように配置された。 

(1) プロジェクト・ディレクター：1名 

(2) プロジェクト・マネージャー：1名 

(3) カウンターパート：24名  

(4) 事務スタッフ： 4名（事務員兼会計1名、通訳1名、運転手1名、供与機材手続係1

名） 

<投入> 

3. ローカルコスト

の支出 

プロジェ

クトの報

告書 

報告書

のレビ

ュー 

2004年5月末現在までに、ローカル・コスト合計13,629,332元(189,602,319円)が投入され

た(表 j参照)。 

 
表 j：中国会計年度(1月-12月)別のローカル・コスト投入実績 

（単位：人民元。（）内は円） 

費目 2000 2001 2002 2003 2004 合計 

研究事業

費(注1) 
1,853,000 1,925,600 2,240,000 2,666,000 2,200,740 10,885,340 

実験用及

び事務設

備費(注2) 

127,662 34,100 0 1,740,000 0 1,901,761 

その他 
(注3) 

276,328 452,938 112,965 0 0 842,231 

合計 2,256,990 
(30,740,204)

2,412,638 
(36,816,856)

2,352,965 
(34,329,759)

4,406,000 
(58,511,680)

2,200,740 
(29,203,820)

13,629,332 
(189,602,319) 

 
注(1) 研究事業費： C/P がもっている課題経費全体であり、本プロジェクト以外の経費も

含まれる。同費目には、研究・実験に係る費用（出張旅費・会議参加費・消耗品・設

備・器具等）等が含まれる。 

注(2) 実験用及び事務設備費：機材引取りに関する費用。 

注(3) その他：雑費、事務室の消耗品、電話代等。 
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略語: カウンターパート-C/P   J/E-日本人（長期）専門家 
 

項目 情報源 方法 評価 

1 活動の実施プ
ロセス 

   

1.1成果１の活動 プロジェク

トの報告

書、C/P、 
J/E, 

報告書の

レビュー、

質問表 、

インタビュ

ー 

成果１の活動は概ね計画通りに実施されてきた。実施段階で問題があった点

も、以下のように解決され、プロジェクトの阻害要因とならなかった。 
 
(1) 1-1-c：課題の内容が広範であるのに、当初、C/P が 1 名のみであったた
め、途中から 1名補強した。 

(2) 1-1-d：当該 C/P が別のプロジェクト推進のために６ヶ月間カナダに派遣さ
れた間、他の研究者の任命によって研究が継続されるように手当てし

た。 
(3) 1-2-a、1-2-b：当該 C/P が林業科学研究院院長の秘書となったために、追
加の C/P が承認された。このため、活動に遅れが生じたが、短期専門家
の指導・助言により解決された。 

(4) 全体：試験材の入手について、当初、十分な量を確保できないことがあっ
た。しかし、話し合いにより、その後は確保できるようになった。 

 
（各活動小項目の進捗状況及び実績は資料 Aを参照） 

1.2 成果２の活動 同上 同上 成果 2 の活動は概ね計画通りに実施されてきた。実施段階で問題があった点
も、以下のように解決され、プロジェクトの阻害要因とならなかった。 
 
(1) 2-1-a, 2-1-b：C/Pの転職により、二度 C/Pが交代したが、補充は速やかに

行われた。最初からやり直す形となったが、C/P の努力により計画は達成
された。 

(2) 2-4-a, 2-4-b：室内暴露試験環境の激変による再試験、調色器選定と入手
の遅れ、SARSによる長期専門家の一時帰国及び C/Pの日本研修による
機材習熟の遅れなどのために課題を延長した。 

 
（各活動小項目の進捗状況及び実績は資料 Aを参照） 

1.3 成果３の活動 同上 同上 成果 3 の活動は概ね計画通りに実施されてきた。実施段階で問題があった点
も、以下のように解決され、プロジェクトの阻害要因とならなかった。 
 
(1) 3-3-a, 3-3-b：短期専門家の派遣が SARS の蔓延により延期され、対象で

ある木材害虫の活動が活発な時期を逃したため、研究手法及び木材市

場における発生状況に関する調査方法の指導が行われた。 
(2) 3-4-a、3-4-b：測定結果が既往の研究から予測される値より著しく低かった

ため、治具の検証試験を行ったところ、供与した治具で測定した場合、予

測値を大きく下回ることが判明した。再測定には別の治具を改めて採用

する予定である。 
 
（各活動小項目の進捗状況及び実績は資料 Aを参照） 

2 プロジェクトの
マネジメント体

制 

   

2.1 モニタリング プロジェク

トの報告

書、 

J/E 

報告書の
レビュー、

質問表 、

インタビュ

ー 

プロジェクトのモニタリングは、以下の手順で 6 ヶ月ごとに行われている。 
(1) C/P と専門家が協議した結果を定められたモニタリング報告書に整理す
る。 

(2) プロジェクト・ディレクター、プロジェクト・マネージャー、チーフ・アドバイザ
ーがコメントを書き、署名する。 

(3) ＪＩＣＡに提出する。 
モニタリングの段階で指摘された課題は適切に対処されてきた。 
 
その他、プロジェクトは、以下の手順で、四半期ごとに「研究進捗状況検討会」

を開き、内部モニタリングを実施している。 
(1) Ｃ/Ｐが小課題（活動小項目）ごとに四半期の研究目的・研究報告・研究成
果・今後の研究計画等をまとめた「研究進捗状況」票を作成する。 

(2) 各分野（成果）ごとにＣ/Ｐと専門家が集まって「研究進捗状況検討会」を開
き、「研究進捗状況」票をもとに議論する。（上記モニタリングと重ならない
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ときは、C/Pが研究進捗状況をパワーポイントを利用して口頭発表する）。 
(3) 専門家がコメントを作成し、C/Pにフィードバックする。 

2.2 コミュニケー

ション 

プロジェク

トの報告

書、 

J/E、C/P 

 

同上 プロジェクトは長期・短期専門家とＣ/Ｐ間の相互理解を深めると同時に、C/P の
研究管理能力を高めるために、分野（成果）ごとに C/P の責任者（「領域長」）を
定めた。「領域長」は中国側によって推薦され、2002 年の合同委員会で承認さ
れた。 
 
また、以下の作業を定期的に実施している。 
(1) 原則として１週間に 1回、専門家ミーティングを実施 
(2) 原則として 1 ヶ月に 1回、プロジェクト・ミーティングを実施 
(3) 原則として 1 週間に 1 回、チーフ・アドバイザーとプロジェクト・マネージャ

ーのミーティングを実施 
(4) 専門家と個々のC/Pのミーティング、領域ミーティング、専門家と領域長の

ミーティングを随時実施 
(5) 所内で長期・短期専門家による講演、来賓研究者による講演、Ｃ/Ｐ研修

員による帰国報告等の「講演会」を実施した。これらの「講演会」は外部に

も開かれており、北京林業大学院の学生などが多く参加している。 
(6) 中国内で開催される当プロジェクト関連国際学会に専門家、Ｃ/Ｐが一緒

に参加し、関連分野の研究動向を把握 
(7) 木材産業関連企業や建材・家具・木工機械などの展示会を専門家、ＣＰ

が一緒に視察し、当プロジェクト関連産業の状況を把握 
 
その他、プロジェクト前半には、原則として 2 ヶ月ごとに材性関係の「研究成果
中間報告会」（内部勉強会）が実施された。 
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略語: C/P-カウンターパート J/E-専門家 
1. 妥当性:  
項目 情報源 方法 評価 判定 

1.1  必要性     

(1) 中国のニー
ズとの整合

性 

C/P、 
J/E  
 
 

質 問

表 、 イ

ン タ ビ

ュー 
 

上位目標（「中国における人工林木材研究が推進される」）は中国のニーズに

合致している。中国では近年経済発展に伴い、建築用材・パルプ用材など木材

関連製品に関する需要が急増している。2010年の需要量予測は２億 4,400万
�で、年間の総需要量に対する不足量は１億 6,000 万 �に上るとみられてい
る。また、同国は過剰伐採による砂漠化・大洪水の発生など深刻な環境問題に

直面している。2002 年発表の「中国の持続可能な発展のための林業戦略」で
は社会発展に伴う木材需要と環境問題を調和させるために人工林の造成と適

切な利用が必須とされており、2010 年までに人工林木材による木材供給率
50%を達成することが目標に挙げられている。このように人工林木材研究のニ
ーズは非常に高いが、中国における同分野の研究は歴史が浅く、研究の推進

が不可欠である。 

Ａ 

(2) ターゲット・
グ ル ー プ

（木材工業

研究所）の

ニーズとの

整合性 

C/P、 
J/E 、 
政策文

書 

質 問

表 、 イ

ン タ ビ

ュ ー 、

文書の

レ ビ ュ

ー 
 

プロジェクト目標（「人工林木材の基礎的研究を独自で行う能力を強化する」）

はターゲット・グループ（実施機関）である中国林業科学研究院木材工業研究

所に期待されている国家的役割と整合性がとれている。同研究所は中国にお

ける木材工業研究の中核的研究所として位置付けられており、「人工林木材研

究」に関して他の研究機関と連携して国家的に研究を推進して行くことが期待

されている。また、同研究所は国家レベルでは唯一の木材工業研究所として、

木材科学に関する国家林業局重点実験室や大学院も付置しており、人工林木

材の科学的知見や利用技術の開発を進めるための基礎的知見を蓄積して、中

国の学会や木材工業界をリードしていくことが期待されている。さらに、現在、

同研究所では林産業に関する基礎研究に特化した「林業新技術研究所（仮）」

と企業的経営手法を取り入れた「木材工業研究所（仮）」に再編分離することが

検討されており、組織改革は2003年12月から試行されている。人工林木材は
「林業新技術研究所（仮）」の中核的な研究項目であり、国家林業局重点実験

室は2005年までにアジアで、2010年までに世界で一流研究所となる目標を立
てている。本プロジェクトの C/P 及びプロジェクト関係者のうち、プロジェクト・マ
ネージャーと他 1名の合計 2名をのぞいてはすでに「林業新技術研究所（仮）」
の職員として発令された。 

A 

1.2 優先度     

(1) 中 国 の開
発政策との

整合性 

C/P 、

J/E、 
政策文

書 

質 問

表 、 イ

ン タ ビ

ュー 

上位目標は国家開発政策と整合性がとれている。「第 10 次 5 ヵ年計画(2001
～2005)」では林業科学技術・教育事業を強化することが目指されている。また
「全国林業発展第 10次 5 ヵ年年計画(2001～2005)」では「林業科学技術の革
新と成果の産業化の促進」、「科学技術の難関突破とデジタル技術を活用した

林業の建設」、「林業科学技術普及システムと品質管理システムの完成」などを

進めるとしている。1998年以降、中国は国家の林業政策を「5つの転換と 6大
林業プロジェクト」において実施しており、５つの転換の 1 つに木材利用を天然
林から人工林にシフトすることがあげられている。さらに、2003 年発表の国務
院文書（9 号文件）で、経済発展と人口・資源・環境との調和を実現するため
に、林業は、「生態建設」と林産品供給などの重要な役割を担う重要な公益事

業であり基幹産業であると位置づけられており、科学・教育による林業の振興

を堅持することは基本方針の一つに挙げられている。 

Ａ 

(2) 日 本 の援
助政策との

整合性 

同上 同上 上位目標・プロジェクト目標は日本の援助政策と整合性がとれている。日本国

政府が 2001年 10月に策定した「対中国経済協力計画」においては、環境問題
など地球的規模の問題に対処するための協力が重点分野 6 項目の一つに挙
げられている。また、JICA の「国別事業実施計画」では、中国の林業政策であ
る「六大林業重点プロジェクト」の実施をソフト面で支援する形の協力を行うとさ

れている。人工林木材に関する基礎研究は、その中の「天然林保護」及び「早

生樹造林による人工林基地の建設」に深く関わっている。 

Ａ 

1.3  手段として
の適切性 

    

(1) プロジェクト
計画 

C/P, 
J/E, 
PDM 

質 問

表 、 イ

ン タ ビ

ュー 

プロジェクト目標である人工林木材に関する基礎的研究を独自に行う能力を強

化するためには、研究・実験を通して人工林木材の特性、化学的処理、及び物

理的処理の基礎的知識を蓄積することが必須であり、プロジェクト・デザインは

妥当であったといえる。  

Ａ 
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(2) 日本の研究
方 法 の優

位性 

C/P, 
J/E, 
PDM 

イ ン タ

ビュー 
日本はスギ、ヒノキ、カラマツを中心とする 1,000万 haの人工林をもち、木材研
究はきわめて盛んであり、毎年開催される日本木材学会では 700件近くの研究
成果が発表される。これは他国に類を見ないことである。特に人工林木材の材

質を改善する化学加工や人工林木材から多様なエンジニアードウッドを製造す

る木材加工分野の研究に関しての知見は膨大である。さらにスギ材について

は産地間の材質・強度等の変動に関する研究の蓄積が進んでいる。日本の研

究方法の優位性は高いといえる。 

A 

 
 
 
2. 有効性： 

項目 情報源 方法 評価 判定 

2.1 プロジェクト目
標の達成度 

実績グ リ

ッド、  技
術 報 告

書、C/P、  
J/E 

文書の

レ ビ ュ

ー 、 質

問 表 、

イ ン タ

ビュー 

プロジェクトはプロジェクト目標（「中国林業科学研究院において人工林

木材に関する基礎研究を独自に行う能力が強化される」）の達成に向か

って順調に進捗している。人材面では、これまでに C/P及びプロジェクト
関係者のうち、15 名が上位の職位を取得し、5 名が博士号・修士号の
学位を取得し、15名が大学院指導教官を勤めた。さらに、5名のC/Pが
在職のまま博士課程に進学中である。人材養成面では、林業科学研究

院では、15 名の学生が人工木材分野の学位（修士・博士）を取得し、30
名が在学中である。ポストドクター研究員も 8 名が養成された。さらに、
人工木材分野の次段階研究計画書もすでに作成されている。また、プ

ロジェクトの投入により、基礎研究を行うために必要な研究設備も大幅

に改善された。プロジェクト終了までに、中国林業科学研究院において

人工林木材に関する基礎的研究を独自に行う能力は強化される見込み

であり、プロジェクト目標は十分に達成されると考えられる。 

Ａ 

2.2 成果との関係 C/P、 J/E 質 問

表 、 イ

ン タ ビ

ュー 

中国林業科学研究院の人工林木材に関する基礎研究能力は、本プロ

ジェクトの成果の 3分野（「木材特性」「木材化工」「木材工学」）における
課題遂行の結果、新たな知見が蓄積されたことによって強化された。

（研究成果発表数は論文、及び学会発表が合計で 71 件に達している。
後発課題から成果がでるのは終了時近くになると予想されるが、このま

ま進捗すればさらに 16件の研究成果発表が行われる見込みである）。 

Ａ 

2.3 成果からプロジ
ェクト目標にい

たる外部条件の

変化 

同上 同上 プロジェクト開始時と比べて、研究のための予算・制度はいっそう改善さ

れている。 
Ａ 

2.4 成果がプロジェ
クト目標につな

がることを貢献・

阻害したその他

の要因 

同上 同上 貢献要因： JICAの予算による海外の研究集会での発表経験（7件）が
C/Pの研究意欲の向上をもたらした。なお、プロジェクト期間中に日本木
材学会の海外会員として C/P2名が登録している。  
 

Ａ 
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3. 効率性: 
項目 情報源 方法 評価  判定 

3.1 成果の達
成度 

    

(1) 成果 1 達成度グ

リッド、技

術 報 告

書、C/P、
J/E 

文書の

レ ビ ュ

ー 、 質

問 表 、

イ ン タ

ビュー 

成果 1（「人工林木材の特性に関する基礎的な知見が蓄積される」）は計画通り
進捗しており、ほぼ達成されている。これまでの研究成果発表件数は、22 にな
り、その内訳は論文 14、学会発表 8である。活動小項目によっては未発表のも
のもあるが、プロジェクト終了までに発表あるいは刊行が見込まれており、成果

１は達成される見込みである。成果の達成は、プロジェクトの投入によって実現

しつつあり、その達成度は投入に対して適正であるといえる。 

Ａ 

(2) 成果 2 同上 同上 成果 2(「人工林木材の化学的処理に関する基礎的な知見が蓄積される」)は計
画通り進捗しており、ほぼ達成されている。これまでの研究成果発表件数は 34
になり、その内訳は論文 26、学会発表 8である。活動小項目によっては未発表
のものもあるが、プロジェクト終了までに発表が見込まれており成果 2は達成さ
れる見込みである。成果の達成は、プロジェクトの投入によって実現しつつあ

り、その達成度は投入に対して適正であるといえる。 

Ａ 

(3) 成果 3 同上 同上 成果 3（「人工林木材の物理的処理に関する基礎的な知見が蓄積される」）は
後発の課題が多く、研究成果が出始めたところである。これまでの研究成果発

表件数は 15、内訳は論文 10、学会発表 5である。活動小項目によっては未発
表のものもあるが、プロジェクト終了までに発表が見込まれており、成果 3 も達
成される見込みである。成果の達成は、プロジェクトの投入によって実現しつつ

あり、その達成度は投入に対して適正であるといえる。 

Ａ 

3.2 投 入 の適
正さ  

達成度グ

リッド、技

術 報 告

書、C/P、
J/E 

文 書 の

レ ビ ュ

ー、質問

表、イン

タビュー 

  

(1)  日本側 同上 同上   

(a)  長 期 専 門
家 

同上 同上 ■タイミング：派遣時期はおおむね計画通りで、適切であった。プロジェクト開始

当初、木材特性分野の専門家の着任が病気のため 4ヶ月遅れたが、全期間か
らみると成果の達成度への影響は小さい。 
■量：専門家 1名あたりの派遣期間(2~3年)は、適切であった。2003年 4月末
から 7月はじめにかけてSARS流行のため専門家に対し全員一時帰国の措置
が執られたが、全期間から見るとそのプロジェクト運営への影響は小さい。ま

た、派遣人数も適切であった。ただし、本プロジェクトは大変広範な研究分野に

またがっている上に、日常的な指導の他に 3 ヶ月毎の進捗状況報告あるいは
検討会の開催、半年ごとのモニタリングなどで研究を管理して行くことも求めら

れる。特に、成果 1（木材特性分野）及び成果 3（木材化学分野）は研究分野が
広く、各分野担当の長期専門家が１名で 11 名あるいは 12 名の C/P を指導し
てきた。この足りない部分は短期専門家の投入で補った。 
■質：適切な研究能力・経験を有した適切な分野の専門家が派遣された。C/P
は長期専門家の指導により、研究のアイデア、計画、進め方、管理、必要な機

材の利用・管理について理解を深めた。 

A 

(b) 短 期 専 門
家 

同上 同上 ■タイミング：派遣時期はおおむね計画通りだった。2003 年の SARS により短
期専門家 1 名の派遣が延期されたため、木材害虫の調査時期を逸した。しか
し、被害調査手法・研究手法及び木材市場における発生状況に関する調査方

法の指導が行われた。 
■量：派遣期間はおおむね計画通りだった。SARSにより短期専門家 1名が早
期帰国したため、指導が一時中断したが、2004 年に再度派遣が行われ、短専
の担当課題を完了できた。また、人数も適切だった。特に、2003 年には補正予
算で短期専門家 2名の派遣が追加され、当該課題の進捗に大きく寄与した。 
■質：これまでに派遣された短期専門家は課題遂行に必要な専門分野におい

て十分な研究実績をもった研究者であった。C/Pから高い信頼を得ており、彼ら
の派遣により研究は大いに活性化された。 

Ａ 
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(c)  C/P 研修 同上 同上 ■タイミング：おおむね適切であった。しかしながら、活動小項目について、活

動開始後の早い時期に当該 C/Pの研修が行われていれば、より効率的だった
と考えられる。また、同一研究室の C/P がほぼ同時期に派遣されたことがあ
り、研究室の活動に支障が生じた。 
■量：研修員数は適切であった。C/Pほぼ全員が C/P研修に派遣された（4名
は派遣中）。研修期間（3~6 ヶ月）も活動小項目に必要な研究方法を学ぶという
観点からは十分であった。しかし、専門家及び C/P からは、期間については研
修課題内容に応じて調整すべきだという意見もあった。 
■質：研修の内容・質ともに適切であった。研修は事前に研究課題を定めて実

施された。多くの場合、研修成果は、C/P と指導教官と共同での論文執筆ある
いは学会発表というかたちでまとめられた。 
■活用度：適切であった。研修内容はプロジェクトの活動に必要なものであり、

研修で得られた新しい知見は大いに活用されている。また、C/P が得た知見
は、帰国後の報告会等を通じてプロジェクト内で共有されている。 
■その他：研修は技術を移転する上で極めて効果的であるばかりでなく、C/P
が日本の気候・風土・文化に触れることにより、日本側専門家との交流を深め

る上で良い効果をもたらしている。 

Ａ 

(d) 機材 同上 同上 ■タイミング：おおむね適切であった。本計画では機材供与予算の前倒し執行

が、都合、3 回行われ、課題研究の進捗を速めることができた。ただし、プロジ
ェクト開始当初、日本側による機材の購入と輸送手続き、及び中国側による機

材の通関手続きに予期した以上の時間がかかり、いくつかの機材の到着が予

定より遅れため、一部活動に遅れを生じたことがあった。たとえば、大型乾燥機

械の到着は 約半年遅れたが、成果の達成を阻害するほどではなかった。 
■量：おおむね適切であった。計画通り、本プロジェクトの課題を遂行する上で

ほぼ十分な機材が供与された 
■質：おおむね、適切であった。しかし、納入後にいくつかの機材（ホルムアル

デヒドチャンバー、レジストグラフ、万能試験機治具）に不具合が生じたため、関

連活動の進捗が遅れる結果となり、当初計画よりも活動期間を延期せざるをえ

なかった。これらの活動はプロジェクト終了時までに終了する見込みであり、成

果達成の阻害とはならないと考えられる。 
■アイテム/スペック：おおむね適切であった。しかし、2002 年に供与された１台
のコンプレッサーは中国検査基準に適合せず、別の機材を中国側がローカル

コストで現地調達を行った。また、最新型機材が供与されたが、操作や故障時

の修理が難しくなるということもあった。日常的な実験に必要な小型機材は、当

初、消耗分を現地調達する予定であったが、品質が不明であるため一部を携

行機材で対応した。 
■活用・維持管理：適切であった。これらの機材なくしては多くの研究活動の実

施が不可能であり、十分に活用されている。分析機器類、木工機械類ともそれ

ぞれ専任の管理責任者をおいて維持管理を行っている。特殊な機器を別とし

て、汎用機器にはそれぞれメーカーの取り扱い説明書（主に英語）が付いてお

り、C/Pは英語に不自由しないので納品時の取り扱い講習で取り扱いはほぼマ
スターする。さらに個別指導は管理責任者が行っている。また、それぞれの主

要な機器にはそれを中心的に使う習熟した C/P を責任者に任命したので、管
理責任者の不在時や、慣れない者が使用する際は必要に応じてそれらの習熟

者が指導することになっている。ただし、機器によっては、いくつかの機器を組

合せて構成したものや、一般的使用方法と異なり、研究の目的に応じて特殊な

使い方をしている機器がある。そのような機器はマニュアルを作成してある

（「材性関係機材の仕様と用途」 、「ゲル浸透クロマトグラフィ取り扱い方法」、

「木材強度試験治具使用マニュアル」(12 編) 、「細胞中の液体移動の可視
化」、「連続撮影による液体浸透機構の解明実験マニュアル」、「軟X線デンシト
メトリーの写真撮影と機械及びソフトの取り扱い方法の説明」、「木材表面の改

質研究のためのプラズマ装置操作法」、「Simplified Manual of TDS-303」、 
「ひずみゲージの理論と使い方」）。 

Ｂ 

(e) 現 地 業 務
費 

同上 同上 ■タイミング：適切なタイミングで支出された。 
■量：現地業務を遂行するのに十分であった。 

A 
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(2) 中国側  

 
 
 

  

(a) 土地・建物
（ 研究棟 ・

機 材 設 置

に必要な諸

施設、事務

室、電話） 

達成度グ

リッド、技

術 報 告

書、C/P、
J/E 

文書の

レ ビ ュ

ー 、 質

問 表 、

イ ン タ

ビュー 

■タイミング：おおむね適切であった。研究棟・機材設備に必要な諸施設・事務

室は既存のものが提供された。ただし、R/Dには、事務室の整備には何が含ま
れるかが具体的に明記されていなかったため、日中双方の解釈の違いが発生

した。中国側はオフィス・スペースの提供だと解釈し、日本側は机・椅子等も提

供されると解釈したためである。このため、専門家の業務開始に支障が生じ

た。 
■量：適切であった。研究棟・機材設備に必要な諸施設に問題はなく、各専門

家には個室が提供された。 
■質：適切であった。研究棟・機材設備に必要な諸施設・専門家の事務室も執

務に必要な環境が確保されていた。 

A 

(b) C/P の 配
置 

同上 同上 ■タイミング：適切であった。C/P はプロジェクト開始当初に遅延なく配置され
た。また、C/P の退職、人事異動、業務上の支障、あるいは担当課題の大きさ
等に対応して、適切な時期に新たな C/P が配置された（途中、退職した C/P2
名、途中、新規発令したC/P6名、うち、1名は併任）。また事務スタッフも遅延な
く配置された。 
■量： C/P の配置人数は適切であった。小課題（活動小項目）につき１～2 名
が配置された。上記のように、C/P の退職、人事異動、業務上の支障、あるい
は担当課題の大きさ等に対応して、新たな C/P が配置された。ただし、多くの
C/Pは本プロジェクトの課題以外にも従来からの研究課題をもっているため、本
プロジェクトの活動にフルタイムで関わることはできなかった。また、本プロジェ

クトの実施にあたっては、C/P は研究以外にも、モニタリング、進捗状況報告、
現地購入機材の合い見積もり等「義務労働」が大幅に増えた。このことは成果

の達成を阻害するほどの影響をもたらすことはなかったが、もし、彼らが本プロ

ジェクトの活動に専念できていれば、より効率的だっただろう。事務スタッフの人

数は適切であった。 
■質：おおむね適切であった。C/P はほぼ全員が修士以上であり、おおむね、
プロジェクトの活動遂行に必要な研究能力を有していた。リーダー格の研究者

以外は若い研究者が配置された。プロジェクトの後半からは、C/P の中から分
野別課題責任者を任命し、3 つの大課題分野ごとの指導的役割を担うようにし
た。 
■その他：2003年 12月から「林業新技術研究所（仮）」が試行され、所長及び 1
名以外のプロジェクト関係者はその組織の職員として発令された。 

Ｂ 

(c)  ローカルコ
スト 

同上 同上 ■タイミング：適切であった。 
■量：おおむね適切であった。機材の受け入れ・設置、その他設備のためのロ

ーカルコスト負担に問題はない。研究費は、中国側の研究費予算・人件費の制

度上、多くの C/P は JICA 以外の手持ちの研究プロジェクト予算を運用してい
る。本プロジェクトと他のプロジェクト推進のための予算が明確に仕分けされて

おらず、彼らは自分たちでやりくりしている。研究予算が不足してプロジェクトの

進捗に支障をきたすことはなかった。 
■その他：C/Pからは、研究費はＪＩＣＡも負担してほしいとの要望が多くあった。 

A 

3.3  外部条件

の変化 
プロジェク

ト報告書、

C/P、J/E 

文 書 の

レ ビ ュ

ー、質問

表 

C/Pに大きな異動はなかった。 Ａ 

3.4 前 提 条 件
の確保 

同上 同上 プロジェクト開始時、中国林業科学研究院は本プロジェクトを受け入れる体制を

整えていた。 
Ａ 

3.5 他プロジェ
クトとの連

携 

同上 同上 特になし。（コウヨウザンとポプラを対象とする人工林木材研究プロジェクトは他

にない）。 

na 

3.6  投 入 が成
果につなが

ることへの

そ の 他 の

貢献・阻害

要因 

同上 同上 特になし na 



別添 5：評価 5項目による評価 
 

判定： A＝大、B＝やや大、Ｃ＝中、D＝やや小、Ｅ＝小、Ｆ=なし n.a＝判定不可能  

(判定は読み手の理解を助けるために設けるもので、点数ではない)  
31 

 

4. インパクト:  
項目 情報源 方法 評価 判定 

4.1 上位目標
レベル 

    

(1) 上位目標
達成の見

込み 

達成度グ

リッド、技

術 報 告

書、C/P、
J/E 

文書の

レ ビ ュ

ー 、 質

問 表 、

イ ン タ

ビュー 

上位目標（「中国における人工林木材研究が推進される」）はプロジェクト終了

後数年後には達成されることが期待される。 
 
中国林業類核心期刊誌表より抽出した主要 16誌における、1998年～2003年
の人工林木材に関する研究発表数の推移は以下の通り（表 k） 
 

表ｋ：人工林木材に関する研究発表数の推移 
年 

 
木材工業研究所

職員の発表数 
他機関職員の発

表数 
合計 

1998 4 5 9 
1999 7 12 19 
2000 12 19 31 
2001 10 26 36 
2002 26 51 77 
2003 16 19 35 

 
一般に研究会開始から論文が刊行され始めるまでには2年前後の時間の遅れ
がある。木材工業研究所の職員による研究発表が 2002 年から急激に増加す
るのは、本プロジェクトの成果が発表されるようになったことによるものであろう

と推測される。他機関でも 2000 年あたりから人工林木材研究発表が増加して
いるのは、本プロジェクトの波及効果といえるか否かは明らかではないが、この

時期を境に人工林木材研究が盛んになったといえる。（プロジェクト外の促進条

件として、1998 年に「6 大林業プロジェクト」において「天然林保護プロジェクト」
および「早生多収穫用材林基地建設プロジェクト」が開始されたことも無関係で

はないと推定される）。 

Ａ 

(2) 外部条件
の変化 

同上 同上 プロジェクト開始前後から、人工林へのシフトを支援する林業政策は一層強化

されている。主要政策は以下に示す通り。 
! 1998年：「５つの転換と 6大林業プロジェクト」（国家林業局）開始。 
! 2001年：「全国林業発展第１0次 5ヵ年計画（2001～2005年）」重点地域

における早生多収穫用材林を主体とする林産業基地の建設事業。 
! 2001年：「民用建築工事室内環境汚染防止規範 GB50325」発布。 
! 2003 年：「中共中央・国務院は林業の発展を加速させると決定」（国務院

９号文書）。 
! 2004年：「中国建築基準法木構造に関する基準」公布。 
これらは、上位目標達成に大きく貢献すると思われる。 

Ａ 

(3) プロジェクト
目標が上位

目標につな

がることを

貢献・阻害

するその他

の要因 

同上 同上 特になし na 

4.2 その他の
インパクト 

    

(1) 制度的イ
ンパクト 

C/P、 J/E 質 問

表 、 イ

ン タ ビ

ュー 

ターゲット・グループ（実施機関）への組織的インパクトがあった。木材工業研究

所では林産業に関する基礎研究に特化した「林業新技術研究所（仮）」と企業

的経営手法を取り入れた「木材工業研究所（仮）」に再編分離することが検討さ

れている。組織改革は2003年12月から試行されているが、本プロジェクトのテ
ーマである人工林木材は「林業新技術研究所（仮）」の中核的な研究項目とさ

れている。その他、中国の政策・制度面へのインパクトは特にみられない。 

A 
 

(2) 経済的イ
ンパクト 

 

同上 同上 本プロジェクトは基礎研究であり、現時点では経済的インパクトを判断すること

はできない。 
 

na 
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(3) 技術的イ
ンパクト 

 

同上 同上 技術的インパクトは高いと考えられる。 
1. 一部の C/Pは林業科学研究院及び外部（北京林業大学・南京林業大学・

内蒙古農業大学等）の大学院生を指導しており、プロジェクトを通して強

化された知見が学生に伝えられた。また、長期・短期専門家によるセミナ

ー、ワークショップ、C/P の帰国報告会は公開されており、所内及び他機
関に公開されて、研究者・大学院生が多数聴講しており、彼らが新しい研

究開発動向を吸収するために役立っている。 
2. プロジェクトの成果または所内の他の研究成果とともにそれをさらに発展

させるという観点から、国家自然科学基金、国家林業局予算、林業科学

研究院基金、国家重点実験室基金などに対して研究プロジェクトが申請

された。2001~2004 年の予算申請リストから、カウンターパートが申請し
た関連プロジェクトを拾い上げると 2004年：9件、2003年：14件、2002
年：21件、2001年：19件である。 

3. 供与機材は基本的には所内での利用が本プロジェクト以外にも開放され

ており、汎用性の高いものはC/P以外の研究者や大学院生が利用してお
り、プロジェクトの波及効果がある。 

4. 長期専門家が北京林業大学大学院博士審査委員(2001 年)、林業科学
研究院木材工業研究所付置大学院博士審査委員（2003 年）、林業科学
研究院木材工業研究所付置大学院修士審査委員（2003 年）を務めた。
また、長期専門家が北京林業大学大学院特別講師(2001 年)、北京林業
大学大学院特別講義講師（2002 年）、新世紀中国木材産業論壇講師
（2003年）、短期専門家が北京林業大学大学院特別講義講師（2003年、
2004年）を務めた。 

A 
 

(4) 環境的イ
ンパクト 

同上 同上 本プロジェクトの概要及び成果はマスメディア等で広報され、人びとの木材利用

の人工林転換に対する意識を大いに高めた。人工林木材の研究が推進される

ことによって、人工林木材の利用が促進され、天然林保護につながっている。 

 
A 
 

(5) 社会的イ
ンパクト 

同上 同上 将来的には、劣悪地の農家の収入が、農地を人工林に転換することによって

増え、貧困解消につながることが期待される。さらに、農村部の小さな工場にお

ける木材加工業の活性化により、雇用創出が見込まれる。このように、中国の

農業経済構造に変化をもたらすことが期待される。 

na 
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5. 自立発展性:  
項目 情報源 方法 評価 判定 

5.1 制度的 ・組
織的側面 

    

(1) 政策支援 C/P 、 
J/E 

質問表、

インタビュ

ー 

木材利用の人工林へのシフトは国家政策であり、人工林木材研究に対す

る政策支援は今後も継続すると見込まれる。 
Ａ 

(2)  C/P の配置 同上 同上 本プロジェクトのテーマは 2003年 12月から試行されている「林業新技術
研究所（仮）」に位置づけられており、C/P やプロジェクト関係者は、プロジ
ェクト・マネージャーとその他 1名を除いて全員がすでに「林業新技術研究
所（仮）」に配属されている。組織改革は 2004 年中に国務院によって承認
される見込みであり、研究体制は保証されると考えられる。また、C/Pは定
着しており、大学院生、ポストドクターとともに研究を発展させる条件は整

っている。 

Ａ 

(3) 木材工業研
究所の管理

能力 

同上 同上 木材工業研究所は本プロジェクトを適切に管理してきた。また、中国にお

ける木材科学分野の有数の研究機関であり、これまでに数々の国際・国

内研究プロジェクトを管理してきた。プロジェクト終了後、人工林に関する

研究を独自で管理していく能力は十分に有すると考えられる。 

Ａ 

(4) 他機関との
連携 

同上 同上 本プロジェクトの C/Pは北京林業大学・南京林業大学・内蒙古農業大学等
の大学生・院生を指導するなど、他研究機関との関係は深い。今後は、関

連研究機関の研究者の育成、セミナーの開催、研究情報の公開、供与機

材の開放等を通して、連携はさらに強化される見込みである。 

A 

4.2 財政的側面 同上 同上 2003 年 12 月に仮発足した「林業新技術研究所（仮）」は、林産業の基礎
研究に特化した組織で、運営費は国家財政から保証されている。 

Ａ 

4.3 技術的側面     

(1) 技術的能力 

 

技術報

告 書 、 
C/P 、
J/E 

文書レビ

ュ ー 、 質

問表、イン

タビュー 

C/P はもともと基礎的能力の高い研究者であり、新機材、新手法による研
究技術の習得は早い。また、国家自然科学基金、国家林業局予算、林業

科学研究院基金、国家重点実験室基金などに対して研究プロジェクトが申

請するなど、独自で研究を計画する能力も身についた。技術的能力面で

の自立発展性は高いと考えられる。 

Ａ 

(2)  移転された
技術の活用

と普及 

同上 同上 本プロジェクトを通して移転された研究方法は人工林木材分野の研究の

基礎的なものであり、今後も十分活用される見込みである。木材工業研究

所では、普及戦略として、(1)C/P が大学等の講師を務める、(2)林業科学
研究院の大学院において人工林木材分野の研究者を養成する、及び(3)
供与機材を他機関にも開放することを計画している。これらのうち、(1)(2)
についてはすでに実績があり、(3)についても、すでに林業科学研究院の
ＨＰ上で供与機材の情報が公開されている。 

Ａ 

(3) 資機材の活
用 ・維持管

理 

同上 同上 供与された機材は人工林木材研究には必須なものであり、今後も十分活

用されることが見込まれる。また、中国側は、プロジェクト終了後、供与機

材を大学等の他研究機関にも開放する計画である。分析機器類、木工機

械類ともそれぞれ専任の管理責任者をおいて維持管理されている。プロジ

ェクトの活動を通して、C/Pは機材の取り扱いに習熟している。汎用機器に
はそれぞれメーカーの取り扱い説明書（主に英語）が付いており、特別な

機器についてはプロジェクトで技術マニュアルが作成されている。また、消

耗部品、交換部品も必要数が供与されており、今後数年間の保守管理に

問題はないと思われる。機材が故障した場合の問い合わせ先もほぼ確保

されている。  

Ｂ 

 

  



資料Ａ：活動実績表 
 

判定基準：（プロジェクト終了までに） A =完了、 B=完了の見込み、C=ほぼ完了の見込み、D=一部完了の見込み  

注：研究成果発表には論文あるいは学会発表等が含まれる。 
34 

活動項目 指標 担当 実績（2004年 9月 13日現在） 判定 

＜１．人工林木材の特性に 
関する基礎研究＞ 

J/E: 木 材
特性分野 

 
 

1-1 木材の特性解明及びその
適性評価に関する研究 
  

    

a 人工林木材の組
織・解剖特性の

評価 

1 篇以上
の 研 究

成 果 発

表(注)が
なされる 

C/P: 材 性
研究室 

これまでに 3篇の研究成果発表（論文 3）がなされた。コウヨウザ
ンの仮道管長、幅、壁厚及びミクロフィブリル傾角を、４樹高と放

射方向で測定し、樹幹内の分布を明らかにした。その結果、成

熟材部、未成熟材部の樹幹内分布が明らかになったほか、得ら

れた結果を数式で表現し、予測モデルとした。さらに、ミクロフィ

ブリル傾角と繊維方向収縮率との関係を検討した。 

Ａ 

b 人工林木材の材
質・物理特性の

評価 

同上 C/P: 材 性
研究室 

これまでに 6篇の研究成果発表（論文 3、学会 3）がなされた。コ
ウヨウザンおよび I-214ポプラの繊維方向、接線方向、半径方向
の収縮率を生材状態から全乾状態まで測定し、各方向の収縮

率の樹幹内分布を明らかにし、密度との関連を検討した。年輪

幅及び密度の分布について、コウヨウザンと日本産スギとを比

較検討した。細胞内への液体浸透状況を動的に測定する手法

を習得し、染料溶液などが木材に浸透するメカニズムをコウヨウ

ザンおよび I-214ポプラについて常圧、減圧下で観測した。 

Ａ 

c 人工林木材の化
学的特性の評価 

同上 C/P: 材 性
研究室 
J/E: チ ー
フ・アドバ

イザー 

これまでに 5篇の研究成果発表（論文 5、学会 0）がなされた。コ
ウヨウザンおよびポプラ I-214 の心辺材の一般化学成分組成を
明らかにした。さらに、両種の木粉をアルカリ性ニトロベンゼン酸

化分解し、それぞれのリグニンを構成する芳香族ユニットの比

較を行った。また、コウヨウンザ幼齢木と成熟木の MWL リグニ
ンを FT-IR及び 1H-NMRにより分析し、組成式、官能基の構成
の違いを明らかにした。コウヨウザンの精油につき、抽出法の違

いによる収率および構成成分の変動を明らかにした。また、コウ

ヨウザン及びポプラ I-214の抽出成分の同定を行った。 

Ａ 

d 人工林木材の力
学的特性の評価 

同上 C/P: 材 性
研究室 

コウヨウザンおよび I-214 ポプラの無欠点小試験体による曲げ
試験及び縦圧縮試験（中国規格による）を実施し、曲げヤング係

数、曲げ破壊係数、縦圧縮強度の樹幹内分布を把握した。コウ

ヨウザンを用いて、日本工業規格による曲げクリープ試験を実

施中である。プロジェクト終了までに論文が 2篇執筆される見込
みである。 

Ａ 

e 人工林木材特性
一覧表を作成す

る 

一 覧 表

が完成さ

れる 

C/P: 関 係
研究室 
J/E: チ ー
フ・アドバ

イザー 

本課題は最終年度に本プロジェクトの各研究課題で得られた結

果のうち、コウヨウザンとポプラ I-214の特性として数値で示され
るものをとりまとめるものであり、現在、特性の摘出と記載する

表形式を作成中である。一覧表はプロジェクト終了までには完

成し、公表される見込みである。 

Ａ 

1-2 遺伝及び施業の木材材質
への影響評価に関する研究 
  

   

a 針葉樹造林木の
材質 

一 篇 以

上 の 研

究 成 果

発表がな

される 

C/P: 材 性
研究室 

これまでに 1篇の研究成果発表(学会 1)がなされた。コウヨウザ
ンの３箇所の植裁地、３植裁密度レベルが年輪幅、晩材率、木

材密度、仮道管長等に及ぼす影響を検討した。ミクロフィブリル

傾角の測定を実施中である。 

Ａ 

b 広葉樹造林木の
材質 

同上 C/P: 材 性
研究室 

これまでに 2篇の研究成果発表（論文 1、学会 1）がなされた。ポ
プラの 3 クローン 107,108,111 について、2 箇所より試験材を採
集し、密度、年輪幅、繊維長､フィブリル傾角など木材材質の半

径方向の変動を明らかにした。また、各クローンの成長量と木材

材質との関係を検討した。 
 
 

Ａ 



資料Ａ：活動実績表 
 

判定基準：（プロジェクト終了までに） A =完了、 B=完了の見込み、C=ほぼ完了の見込み、D=一部完了の見込み  

注：研究成果発表には論文あるいは学会発表等が含まれる。 
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活動項目 指標 担当 実績（2004年 9月 13日現在） 判定 

1-3 木材特性の早期予測方法
に関する研究 

    

a 造林木の材質の
非破壊的評価 

1 篇以上
の 研 究

成 果 発

表がなさ

れる 

C/P: 材 性
研究室 

これまでに 5篇の研究成果発表（論文 2 学会 3）がなされた。コ
ウヨウザン丸太、製材品、無欠点小試験体について、各種非破

壊的評価手法を習得しつつ、比較検討した。製材品に関しては

平使いで曲げ破壊試験を実施した。統計学的に有意な水準で

動的ヤング係数と曲げ破壊係数との間に直線的な関係を認め

た。プロジェクト終了までに論文が１篇執筆される見込みであ

る。 

Ａ 

＜２．人工林木材の化学的処理 

に関する基礎研究＞ 

J/E:木材

化工分野 

 

 

2-1 木材の液化に関する研究 
  

    

a 木材の液化反応
特性 

同上 C/P: 材 性
研究室 
J/E: 木 材
工学分野 

これまでに 5 篇の研究成果発表(論文 4、学会 1)がなされた。フ
ェノール、ポリオールを用いて、種々の液化条件下で液化を行

い、液化物、液化残渣の分析から液化挙動を解明した。 

Ａ 

b 各種液化物の利
用法 

同上 C/P: 材 性
研究室 
J/E: 木 材
工学分野 

これまでに 2篇の研究成果発表（論文 2）がなされた。フェノール
液化物を配合したフェノール樹脂を合成、性能の検討を行った。

ポリオール液化物を利用したイソシアネート系接着剤の合成、

性能評価を行った。ポリオール液化物を用いた発泡成型体作成

の手法を修得した。プロジェクト終了までに論文が１篇執筆され

る見込みである。 

Ａ 

2-2 木材の寸法安定性と表面硬
化に関する研究 

   

a 木材の寸法安定
化とその評価 

同上 C/P: 防 護
研究室 

これまでに 8篇の研究成果発表（論文 3、学会 5）がなされた。フ
ェノール樹脂・グリオキザール樹脂により木材を寸法安定化し

た。ロールプレス前処理により樹脂の浸透性を改善し、軟Ｘ線に

より材内の樹脂分布を測定した。樹脂含浸量・樹脂組成・樹種・

部位と寸法安定性との関係を解明した。 

Ａ 

b 木材の表面硬化
とその評価 

同上 C/P: 材 性
研究室 

これまでに 7 篇の研究成果発表(論文 6、学会 1)がなされた。ロ
ールプレス及びホットプレスによるフェノール樹脂含浸／圧縮硬

化法で木材表面を硬化した。樹脂含浸率・圧縮率と物理的・機

械的性質との関係を明らかにした。ESCA・FT-IR 及びＸ線回折
により、表面硬化木材の化学的特性を解明し結晶化度を測定し

た。 

Ａ 

2-3 異種材料との複合化に関す
る研究 

    

a 木粉とポリプロピ
レン等との複合

化 

同上 C/P: 材 性
研究室 

これまでに4篇の研究成果発表（論文4）がなされた。木粉とポリ
プロピレン（PP）との複合材を射出成型法で調製し、樹種、木粉
の粒度、混合比率、相溶化剤と複合材の物理的・力学的・動力

学的性質との関係を解明した。SEM観察により木粉とPPとの界
面状況を把握した。 

 Ａ 

b 木材繊維とポリ
プロピレン等との

複合化 

同上 C/P: 人 造
板研究室 

これまでに 3篇の研究成果発表（論文 2、学会 1）がなされた。木
材繊維とポリプロピレン（PP）との複合材を射出成型法で調製
し、樹種、木材繊維の長さ、混合比率と複合材の力学的性質と

の関係を解明した。ポリエチレン（PE）、ポリスチレン（PS）、それ
らのアロイと木材繊維の複合材を調製し、複合材の諸特性を改

善するための最適な混合比率・温度を実験的に明らかにした。

プロジェクト終了までに論文が 2篇執筆される見込みである。 

 Ａ 

c 木材と環境調和
型ポリマーとの

複合化 

一 篇 以

上 の 研

究 成 果

発表がな

C/P: 人 造
板研究室 

これまでに 2篇の研究成果発表（論文 2）がなされた。木材繊維
とリサイクルポリマー（PE、PP、PS）及び生分解性ポリマー
（PLA）の複合材を調製した。現在、複合材の力学的・物理的性
質と混合比率、成型温度、相溶化剤との関係を検討している。

 Ａ 



資料Ａ：活動実績表 
 

判定基準：（プロジェクト終了までに） A =完了、 B=完了の見込み、C=ほぼ完了の見込み、D=一部完了の見込み  

注：研究成果発表には論文あるいは学会発表等が含まれる。 
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活動項目 指標 担当 実績（2004年 9月 13日現在） 判定 

される プロジェクト終了までに学会発表が 1件なされる見込みである。 

2-4 木材の漂白及び染色に関
する研究 

     

a 木材の漂白性と
漂白木材の耐光

性 

同上 C/P: 人 造
板研究室 

これまでに 1 篇の研究成果発表（論文 1）がなされた。木材及び
漂白木材の樹種、部位ごとの材色特性、促進光変色特性を把

握した。光変色防止処理の効果を評価した。現在、木材及び漂

白木材の室内暴露再試験を継続し、促進耐光性試験との関係

を明らかにする予定である。 

Ａ 

b 木材の染色性と
染色木材の耐光

性 

同上 C/P: 人 造
板研究室 

これまでに 2 篇の研究成果発表（論文 2）がなされた。4 種類の
染料による染色木材の促進耐光性試験を終了し、染色木材の

耐光性を解明した。現在、染色木材の室内暴露再試験を継続

し、促進耐光性試験との関係を明らかにする予定である。耐候

性塗料による染色木材の耐候性及びオゾン処理、超臨界処理

による染色性の改善について成果を得た。木材染色にＣＣＭ（コ

ンピューター・カラー・マッチング）を導入するために、現在基礎

データの登録を継続中である。今後は、目的とする材色をＣＣＭ

に基づいて染色するモデル実験を行う。 

Ａ 

＜３．人工林木材の物理的処理 

に関する基礎研究＞ 

J/E: 木 材
工学分野 

 

 

3-1 木材の乾燥に関する研究 
  

    

a 人工林木材の乾
燥特性 

同上 C/P: 乾 燥
研究室 
J/E: 木 材
特性分野 

これまでに1篇の研究成果発表（論文1）がなされた。コウヨウザ
ン及びポプラについてそれぞれ初期含水率 65％、85％の材料
を用い 100℃での予備的乾燥試験を実施した。この結果から当
該樹種の乾燥特性を解明した。また、木材乾燥の最適条件決定

の手法を修得した。 

Ａ 

b 高温乾燥技術 同上 C/P: 乾 燥
研究室 
J/E: 木 材
特性分野 

これまでに 1 篇の研究成果発表（論文１）がなされた。高温乾燥
装置の取り扱いに習熟した後、コウヨウザン及びポプラについて

120℃レベルでの高温乾燥を実施し、短時間で、欠陥を生じない
乾燥条件を検討、高温乾燥における対象材の挙動、特性を解

明した。また、この研究により木材の高温乾燥における最適条

件決定の手法を修得した。プロジェクト終了までに論文が１篇執

筆される見込みである。 

Ａ 

c 高周波加熱、減
圧乾燥技術 

同上 C/P: 乾 燥
研究室 
J/E: 木 材
特性分野 

高周波加熱・減圧乾燥装置の原理とその取り扱いを習得した

後、予備的な試験をコウヨウザン及びポプラ材について実施し

た。コウヨウザンについての本試験は終了し、現在ポプラについ

て実験を継続中である。プロジェクト終了までに論文が１篇執筆

される見込みである。 

Ａ 

3-2 木材の難燃処理及びその
試験・評価法に関する研究 

    

a 木材の熱及び燃
焼特性 

一 篇 以

上 の 研

究 成 果

発表がな

される 

C/P: 防 護
研究室 

これまでに 1篇の研究成果発表（論文 1）がなされた。熱重量分
析計及びコーンカロリーメーターによる測定を通じて木材の熱及

び燃焼特性を解明した。 

Ａ 

b 難燃化処理とそ
の性能評価 

同上 C/P: 防 護
研究室 

これまでに3篇の研究成果発表（論文3）がなされた。リン酸アン
モニウム系、ホウ酸系薬剤を用いた難燃処理材の燃焼挙動を

熱重量分析計及びコーンカロリーメーターでの測定を通じて解

明し、各難燃剤の燃焼抑制機構、注入量の影響についても明ら

かにした。 
 
 

Ａ 



資料Ａ：活動実績表 
 

判定基準：（プロジェクト終了までに） A =完了、 B=完了の見込み、C=ほぼ完了の見込み、D=一部完了の見込み  

注：研究成果発表には論文あるいは学会発表等が含まれる。 
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活動項目 指標 担当 実績（2004年 9月 13日現在） 判定 

3-3 木材の防腐・防虫処理及び
その試験・評価法に関する

研究 

   

a 木材の生物劣化
特性 

同上 C/P: 防 護
研究室 

素材のシロアリ、腐朽菌に対する耐久性を明らかにした。ヒラタ

キクイムシの被害について調査を行い、また、被害材からの採

取、飼育手法を修得した。屋外耐腐朽試験を実施中である。プ

ロジェクト終了までに論文が１篇執筆される見込みである。 

Ａ 

b 防腐・防虫処理と
その性能の評価 

同上 C/P:防護
研究室 

３種類の防腐防虫剤についてシロアリ、腐朽菌に対する性能を

明らかにした。屋外耐腐朽試験を実施中である。プロジェクト終

了までに論文が１篇執筆される見込みである。 

Ａ 

3-4 木材の接着加工及びその
試験・評価方法に関する研

究 

    

a 各種接着剤によ
る木材の接着特

性 

同上 C/P:人造
板研究室 

四種類の接着剤を用いて、種々の接着条件が接着性に及ぼす

影響を評価し、横継ぎの接着に最適な条件を明らかにする。一

度検討を終えたがデータの信頼性が疑わしくなったため、再度

測定を行う予定。プロジェクト終了までに論文が１篇執筆される

見込みである。 

Ａ 

b 接着耐久性の評
価及び予測 

同上 C/P:人造
板研究室 

これまでに 5 篇の研究成果発表（論文 2、学会 3）がなされた。
促進劣化処理した接着試験片の強度分布を分析、繰り返し処

理によるその強度分布の変化を解析することで、接着耐久性の

予測を行う。短専の指導により手法、考え方は修得しているが、

3-4-a と同様に再度測定を行う予定。プロジェクト終了までに論
文がさらに１篇執筆される見込みである。 

Ａ 

c フィンガージョイ
ント接合試験 

同上 C/P:人造
板研究室 
J/E: 木 材
特性分野 

フィンガー部の切削条件の検討、フィンガージョイントの接着条

件の検討を行って、フィンガージョイント接合の最適加工条件を

得る。試験体の作製に際して、材料の非破壊試験による弾性率

で仕分けを行った。プロジェクト終了までに論文が１篇執筆され

る見込みである。 

Ａ 

3-5 ホルムアルデヒド放散抑制
のための試験・評価関する

研究 

    

a ホルムアルデヒド
室内濃度に影響

する諸因子の解

明 

同上 C/P:人造
板研究室 

これまでに3篇の研究成果発表（論文2、学会1）がなされた。ス
モールチャンバー法を用いてホルムアルデヒド室内濃度に及ぼ

す、温度、湿度、換気量の影響を解明した。デシケーター法で

MDFの初期含水率と放散量の関係を明らかにした。 

Ａ 

b ホルムアルデヒド
放散抑制 

同上 C/P:人造
板研究室 

これまでに 1篇の研究成果発表（学会 1）がなされた。種々のホ
ルムアルデヒド吸着剤についてその性能と持続性について検討

した。またボード表面への吸着剤塗布による、ホルムアルデヒド

放散抑制効果を検討中。プロジェクト終了までに論文が１篇執

筆される見込みである。 

Ａ 
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